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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第169期
第３四半期
連結累計期間

第170期
第３四半期
連結累計期間

第169期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 10,411,560 10,837,376 14,132,032

経常利益 (千円) 415,010 605,559 688,589

四半期(当期)純利益 (千円) 300,276 417,522 329,175

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 204,630 430,412 264,000

純資産額 (千円) 8,628,104 9,048,201 8,687,372

総資産額 (千円) 15,610,309 15,134,734 15,662,406

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 26.36 36.67 28.90

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 55.2 59.6 55.4

　

回次
第169期
第３四半期
連結会計期間

第170期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 20.00 21.58

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。
　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の概況

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、東日本大震災での復興需要の本格化による公共事業の拡

大やエコカー減税の下支えがあり、緩やかに回復してまいりましたが、円高などの不安材料は解消され

ず、依然として経営環境は厳しい状況で推移しております。　

世界経済におきましては、欧州、中国を始めとした海外の景気減速等の影響による不安材料が解消され

ず先行きの不透明な状況が続いています。

このような経済情勢のなかで、当社グループの主要なお客様であります自動車業界の国内生産台数は、

エコカー補助金の後押しもあり前年同四半期に比べ増加しました。　

こうした状況のもと当社グループは、新規取引先への拡販と、競争力の高い高品質の製品づくりに努め

た結果、売上高は、10,837百万円と前年同四半期に比べ425百万円(4.1％)の増加となりました。　

この売上高の増加により、営業利益は522百万円と前年同四半期に比べ４百万円(0.8％)の増益となり

ました。経常利益は為替の影響もあり、605百万円と前年同四半期に比べ190百万円(45.9％)の増益とな

り、四半期純利益も417百万円と前年同四半期に比べ117百万円(39.0％)の増益となりました。　

　
セグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本

売上高は9,207百万円と前年同四半期に比べ35百万円(0.4%)増加、経常利益は470百万円と前年同四

半期と比べ156百万円(50.1%)増加しました。

②アメリカ

売上高は457百万円と前年同四半期に比べ150百万円(49.1%)増加、経常利益は４百万円と前年同四半

期と比べ15百万円増加しました。

③インド

売上高は159百万円と前年同四半期に比べ42百万円(36.2%)増加、経常利益は４百万円と前年同四半

期と比べ11百万円(70.2%)減少しました。

④タイ

売上高は1,013百万円と前年同四半期に比べ197百万円(24.2%)増加、経常利益は130百万円と前年同

四半期と比べ36百万円(38.3%)増加しました。
　

(2) 財政状態に関する分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、有形固定資産が増加したものの、現金及び預金、売上債権、棚

卸資産が減少したことにより、前連結会計年度末に比べ527百万円減少し、15,134百万円となりました。

負債については、借入金が減少したことにより前連結会計年度末に比べ888百万円減少し、6,086百万円

となりました。

純資産については利益剰余金が増加したことにより、9,048百万円となりました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。
　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、3,300千円であります。な

お、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
　

(5) 従業員数
当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売の実績の著しい増減はありません。
　

(7) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい増減および主要な設備の前連結会計年度末

における計画の著しい変更はありません。
　

EDINET提出書類

尾張精機株式会社(E01290)

四半期報告書

 4/17



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】
(1) 【株式の総数等】
① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,052,000

計 28,052,000
　

② 【発行済株式】
　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,659,50011,659,500
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数  1,000株

計 11,659,50011,659,500― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】
該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】
該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ― 11,659 ― 1,093,978 ― 757,360

　

(6) 【大株主の状況】
当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】
当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない
ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記
載をしております。
① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式 273,000

― １単元（1,000株）

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,195,000 11,195 ―

単元未満株式 普通株式 191,500 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 11,659,500― ―

総株主の議決権 ― 11,195 ―

(注) 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式372株が含まれております。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
尾張精機株式会社

名古屋市東区矢田三丁目
16番85号

273,000― 273,000 2.34

計 ― 273,000― 273,000 2.34

　
２ 【役員の状況】
前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、監査法人コスモスにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,916,624 5,355,567

受取手形及び売掛金 ※2
 2,758,575

※2
 2,577,181

商品及び製品 727,802 751,094

仕掛品 452,093 407,456

原材料及び貯蔵品 867,171 789,452

繰延税金資産 87,002 77,279

その他 218,607 112,143

流動資産合計 11,027,877 10,070,174

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,088,660 1,060,058

機械装置及び運搬具（純額） 1,096,458 1,327,443

土地 726,116 726,957

リース資産（純額） 120,258 90,018

その他（純額） 131,125 453,639

有形固定資産合計 3,162,619 3,658,117

無形固定資産 11,572 15,320

投資その他の資産

投資有価証券 590,256 585,029

繰延税金資産 22,464 23,302

前払年金費用 679,510 624,283

その他 177,655 168,057

貸倒引当金 △9,550 △9,550

投資その他の資産合計 1,460,337 1,391,121

固定資産合計 4,634,529 5,064,559

資産合計 15,662,406 15,134,734
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,526,230 ※2
 2,438,523

1年内返済予定の長期借入金 841,608 839,228

リース債務 20,451 6,976

未払法人税等 248,003 108,598

賞与引当金 256,810 121,515

役員賞与引当金 20,750 14,600

製品保証引当金 15,900 13,400

契約損失引当金 － 155,673

未払消費税等 62,670 30,100

未払金 49,468 124,463

未払費用 401,141 393,969

設備関係支払手形 7,407 42,643

その他 44,292 108,563

流動負債合計 4,494,734 4,398,255

固定負債

長期借入金 1,926,340 1,297,584

リース債務 15,818 10,919

繰延税金負債 174,434 174,335

退職給付引当金 33,710 34,563

役員退職慰労引当金 59,712 56,435

契約損失引当金 155,673 －

資産除去債務 113,574 114,438

その他 1,036 －

固定負債合計 2,480,299 1,688,277

負債合計 6,975,033 6,086,533

純資産の部

株主資本

資本金 1,093,978 1,093,978

資本剰余金 757,360 757,360

利益剰余金 7,134,006 7,483,034

自己株式 △84,403 △85,492

株主資本合計 8,900,942 9,248,881

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 146,039 142,724

為替換算調整勘定 △376,683 △373,743

その他の包括利益累計額合計 △230,643 △231,019

少数株主持分 17,073 30,339

純資産合計 8,687,372 9,048,201

負債純資産合計 15,662,406 15,134,734
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 10,411,560 10,837,376

売上原価 9,005,679 9,423,679

売上総利益 1,405,880 1,413,696

販売費及び一般管理費

販売費 485,881 477,982

一般管理費 401,616 413,277

販売費及び一般管理費合計 887,497 891,259

営業利益 518,382 522,436

営業外収益

受取利息 13,562 13,007

受取配当金 11,950 11,991

為替差益 － 74,806

助成金収入 15,445 1,590

保険解約返戻金 14,687 －

その他 8,011 9,983

営業外収益合計 63,657 111,379

営業外費用

支払利息 33,689 24,947

為替差損 131,820 －

その他 1,519 3,308

営業外費用合計 167,029 28,256

経常利益 415,010 605,559

特別利益

固定資産売却益 105 3,658

特別利益合計 105 3,658

特別損失

固定資産売却損 2,171 880

固定資産除却損 6,368 2,487

特別損失合計 8,540 3,367

税金等調整前四半期純利益 406,575 605,850

法人税、住民税及び事業税 117,228 164,730

法人税等調整額 △25,675 10,664

法人税等合計 91,553 175,395

少数株主損益調整前四半期純利益 315,022 430,454

少数株主利益 14,745 12,932

四半期純利益 300,276 417,522
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 315,022 430,454

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △35,338 △3,315

為替換算調整勘定 △75,052 3,273

その他の包括利益合計 △110,391 △41

四半期包括利益 204,630 430,412

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 189,389 417,147

少数株主に係る四半期包括利益 15,241 13,265
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

　
【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

連結の範囲に関する事項

平成24年10月１日付にて、当社の連結子会社であった株式会社守山製作所と株式会社旭鉄工所が、株式会

社守山製作所を存続会社とする吸収合併方式により合併をいたしました。完全連結子会社同士の合併のた

め、連結の範囲に変更はありませんが、連結子会社の数は１社減少して、５社となっております。 

　
【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。

　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

税金費用の計算

連結子会社につきましては、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積り実効税率を乗じて計算しております。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

1.債務保証

借入債務

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

合克薩斯精工（嘉興）有限公司 16,204千円合克薩斯精工（嘉興）有限公司 2,661 千円

　 　

　
※2.四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。
　

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 15,634千円

支払手形 ―

　 11,114千円

　 997千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 432,291千円　 359,288千円

　
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

1. 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月27日
取締役会

普通株式 34,184 3.0平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

平成23年11月11日
取締役会

普通株式 34,172 3.0平成23年９月30日 平成23年12月１日 利益剰余金

　

2. 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

1. 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月25日
取締役会

普通株式 34,169 3.0平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年11月２日
取締役会

普通株式 34,158 3.0平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金

　

2. 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

合計
調整額
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額日本 アメリカ インド タイ 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への
売上高

9,171,867306,530117,200815,96110,411,56010,411,560 ― 10,411,560

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

1,269,639 ― ― ― 1,269,6391,269,639△1,269,639 ―

計 10,441,506306,530117,200815,96111,681,19911,681,199△1,269,63910,411,560

セグメント利益又
は損失

313,190△11,848 16,201 94,466412,011412,011 2,999 415,010

(注) １. セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
該当事項はありません。

　
当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
調整額
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額日本 アメリカ インド タイ 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への
売上高

9,207,007457,123159,6631,013,58110,837,37610,837,376― 10,837,376

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

1,537,142 ― ― ― 1,537,1421,537,142△1,537,142 ―

計 10,744,149457,123159,6631,013,58112,374,51812,374,518△1,537,14210,837,376

セグメント利益 470,181 4,135 4,835 130,671609,823609,823△4,264 605,559

(注) １. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 26円36銭 36円67銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 300,276 417,522

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 300,276 417,522

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,392 11,387

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】
第170期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）中間配当については、平成24年11月２日開催の
取締役会において、平成24年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間
配当を行うことを決議し、配当を行っております。
① 配当金の総額                                  34,158,384 円
② １株当たりの金額                                 3 円 00 銭
③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日       平成24年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月５日

尾張精機株式会社

取締役会  御中

　

監査法人  コスモス

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    太　　田　　修　　二    ㊞

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    富　　田　　昌　　樹    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている尾張
精機株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平
成24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年
12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、尾張精機株式会社及び連結子会社の平成24年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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